
答
回
の」
状
問
質
開
公
び
及
請
要
る
す
対
に
働
稼
再
の
所
電
発
力
子
原
国
全
「

　

開
公
請
要
て
し
と
党、
て
い
つ
に
働
稼
再
の
所
電
発
力
子
原
国
全
で
付
日
三
十
月
二
年
本、
は
党
が
我

　

中
田
会
員
委
制
規
力
子
原
・
官
長
彦
克
田
池
庁
制
規
力
子
原
省
境
環
・
臣
大
理
総
閣
内
倍
安
を
状
問
質

。
た
し
付
送
に
々
等
長
社
明
道
生
瓜
力
電
州
九
・
長
員
委
一
俊
　

は
限
期
答
回
の
そ、
り
お
て
し
着
到
て
に
明
証
達
配
て
全
に
迄
日
三
十
二
月
二、
は
状
問
質
開
公
の
そ

　　

紙
関
機
党
が
我、
は
容
内
の
状
問
質
開
公

　

(

号
併
合
月
３
・
２
信
通
報
情
央
中

)

、
に
う
よ
な
か
ら
明
で

。
る
い
て
し
に
確
明
と
い
な
は
で
対
反
は
に
働
稼
再
の
所
電
発
力
子
原
　

十
二
成
平、
し
摘
指
を
事
い
な
ら
な
他
に」
災
人
「の
有
曽
未
で
故
事
所
電
発
力
子
原
一
第
島
福、
た
ま

　

電
・
庁
省
係
関
・
府
政
を
請
要
び
及
議
抗
る
す
対
に
故
事
の
所
電
発
力
子
原
一
第
島
福
に
日
八
月
五
年
三

在
現、
し
か
し。
た
き
て
し
弾
糾
く
強
を
築
構
再
の
業
事
力
電、
償
補
と
束
収
故
事
と
省
反
へ
者
業
事
力

。
る
あ
で
ま
ま
た
し
滞
停
は
援
支
興
復
の
地
災
被
ず
せ
束
収
は
態
事
の
散
拡
質
物
性
射
放
も
て
い
お
に
　

定
想
と
度
二
い
行
に
全
安
を
働
稼
再
の
所
電
発
力
子
原
「い
早
も
日
一
み
鑑
を
失
流
富
国
の
国
が
だ

　

る
す
対
に
働
稼
再
の
所
電
発
力
子
原
国
全、
ら
か
い
思」
る
す
期
を
全
万
う
よ
い
な
わ
言
と
故
事
の
外

　

。
い
な
い
て
し
か
し
問
質
の
目
項
三
て
い
つ
に
働
稼
再
所
電
発
力
子
原、
は
状
問
質
開
公
の
回
今

　(

点
参
号
月
３
・
２
信
通
報
情
央
中

)

保
確
全
安
の
所
電
発
力
子
原、
は
と
こ
う
い
と
答
回
無
に
問
質
の
こ

言
と
る
あ
で
答
回
た
し
視
無
を」
護
保
・
活
生
・
産
財
・
命
生
の
民
国
「り
あ
で
論
前
建
て
し
と
然
依、
は

大
日
本
生
産
党
本
部
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出
量
が
急
増
し
、
環
境
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

　

さ
り
と
て
、
太
陽
光
や
風
力
な
ど
の
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
自
給
が
で
き
環
境
へ
の
負
荷
が
小
さ
い
利
点
は
あ

る
も
の
の
、
コ
ス
ト
や
発
電
量
の
不
安
定
な
ど
多
く
の
欠
点
が
あ
り
、
現
状
で
基
幹
電
源
に
は
な
り
得
な
い
。

そ
の
点
、
原
発
は
燃
料
費
が
安
く
、
大
量
の
電
力
を
安
定
供
給
で
き
る
。
政
府
が
原
発
を
中
長
期
的
に
活
用
す

る
方
針
を
示
し
て
い
る
の
は
、一
応
妥
当
だ
と
言
え
る
。
最
も
重
要
な
課
題
は
、安
全
性
の
確
認
で
き
た
原
発
を
、

着
実
に
再
稼
働
出
来
る
か
否
か
で
あ
る
。

　

さ
て
我
が
大
日
本
生
産
党
は
、
先
の
東
日
本
大
震
災
に
伴
う
未
曽
有
の
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
よ

り
政
府
や
電
力
事
業
者
へ
「
人
災
」
に
他
な
ら
な
い
と
強
く
抗
議
・
要
求
を
し
て
き
た
（
平
成
二
十
三
年
五
月

号
参
照
／
編
集
部
註
）。
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
処
理
は
、
四
年
を
経
過
し
よ
う
と
す
る
今
日
も
未
だ

に
不
十
分
の
極
み
で
あ
る
。
放
射
能
物
質
の
拡
散
に
よ
る
、
土
地
・
海
洋
・
人
体
・
動
植
物
へ
の
汚
染
は
終

息
せ
ず
、
高
レ
ベ
ル
の
セ
シ
ウ
ム
が
現
在
も
漏
出
し
て
お
り
制
御
は
で
き
て
い
な
い
。

　

我
が
党
は
国
家
の
生
存
権
を
守
る
民
族
派
の
立
場
か
ら
、
日
本
独
自
の
核
技
術
開
発
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
・

政
策
の
確
立
を
主
張
し
運
動
を
展
開
し
て
き
た
。

　

我
等
は
、
地
球
環
境
問
題
に
鑑
み
、
必
ず
し
も
原
子
力
発
電
所
の
再
稼
働
に

反
対
す
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
後
の

政
府
の
対
応
と
東
京
電
力
の
原
発
プ
ラ
ン
ト
修
復
工
事
の
状
況
を
直
視
す
る
と

き
、
原
発
事
故
の
も
た
ら
し
た
事
態
の
責
任
を
、
行
政
・
電
力
事
業
者
・
原
子

力
規
制
委
員
会
・
等
々
の
縦
割
り
行
政
的
手
続
き
の
み
で
、
原
発
再
稼
働
あ
り

き
で
推
し
進
め
よ
う
と
す
る
対
応
に
は
強
く
憤
り
を
禁
じ
得
な
い
。

　

従
っ
て
、
見
え
な
い
想
定
外
の
国
難
を
鑑
み
、
こ
こ
に
改
め
て
「
全
原
子
力

発
電
所
の
再
稼
働
に
関
す
る
要
請
お
よ
び
公
開
質
問
状
」
を
政
府
・
電
力
事
業

者
へ
送
付
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

今
回
、
政
府
が
二
〇
三
〇
年
の
発
電
量
に
占
め
る
割
合
は
、
約
二
〇
％
を
軸

に
検
討
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
電
力
の
安
定
供
給
と
言
わ
ば
脱
原
発
の
世
論
へ

の
配
慮
的
な
内
容
で
あ
り
、
電
力
業
界
に
現
状
の
抜
本
的
な
改
善
を
求
め
た
従

来
の
我
が
党
の
主
張
か
ら
は
程
遠
い
。

　

福
島
第
一
原
発
事
故
後
に
四
年
を
か
け
て
、
政
府
や
該
当
す
る
原
発
立
地
自
治
体
の
改
善
策
は
避
難
エ
リ
ア

を
十
キ
ロ
圏
内
で
あ
っ
た
も
の
を
、
安
易
に
二
十
・
三
十
キ
ロ
圏
内
へ
と
広
げ
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
。

▼
九
州
電
力
・
玄
海
原
子
力
発
電
所
の
場
合

　

こ
こ
で
一
例
と
し
て
、
再
稼
働
の
近
い
九
州
電
力
玄
海
原
子
力
発
電
所
を
、
調
査
対
象
と
し
て
挙
げ
て
見
る
。

　

玄
海
原
子
力
発
電
所
で
の
放
射
能
漏
出
を
想
定
し
た
場
合
は
、
近
隣
市
町
村
二
十
キ
ロ
圏
内
で
あ
れ
ば
中
心

と
な
る
唐
津
市
は
約
十
一
万
人
の
避
難
民
が
出
る
こ
と
に
な
る
。

　

立
地
す
る
玄
海
町
は
人
口
約
六
千
人
の
町
で
あ
る
が
、
近
隣
の
自
治
体
と
合
併
す
る
こ
と
も
な
く
地
元
有
力

者
と
企
業
で
一
国
一
城
を
形
成
し
て
い
る
。
国
や
電
力
会
社
の
地
元
対
応
策
は
こ
の
玄
海
町
が
中
心
で
あ
り
、

広
報
的
課
題
に
沿
っ
て
協
力
し
て
行
わ
れ
て
い
る
の
が
現
状
の
よ
う
だ
。
全
国
の
原
子
力
発
電
所
の
立
地
す
る

地
域
も
似
た
例
が
多
い
と
思
わ
れ
る
。

　

現
在
、
玄
海
原
子
力
発
電
所
よ
り
二
十
キ
ロ
圏
内
に
あ
る
唐
津
市
を
考
え
た
場
合
に
、
市
内
中
心
地
に
あ
る

オ
フ
サ
イ
ト
セ
ン
タ
ー
を
事
故
発
生
時
の
総
括
指
揮
所
と
し
て
、
県
・
市
・
警
察
・
消
防
・
自
衛
隊
等
々
の
訓

練
系
統
の
事
故
を
想
定
し
た
対
応
策
を
世
論
に
向
け
て
行
っ
て
い
る
。
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
で
の
事
故
対

応
で
明
ら
か
に
な
っ
た
よ
う
に
、
責
任
論
に
明
け
暮
れ
る
政
府
・
マ
ス
コ
ミ
・
電
力
事
業
者
、
有
事
に
指
揮
権 佐賀県・玄海原子力発電所

2号機 4号機 3号機
1号機
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の
機
能
し
な
い
県
・
市
町
村
自
治
体
は
、
過
疎
地
に
お
け
る
少
子
高
齢
化
に
伴
う
避
難
移
動
の
訓
練
的
想
定
の

構
図
並
び
に
、
避
難
対
象
地
域
の
不
適
当
な
区
割
り
等
と
、
卓
上
で
の
避
難
想
定
論
に
終
始
し
て
い
る
の
が
原

発
再
稼
働
予
定
地
の
現
状
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
近
々
に
再
稼
働
を
予
定
し
て
い
る
九
州
電
力
の
川
内
・
玄
海
原
子
力
発
電
所
の
対
応
策
は
、
単
に

原
発
敷
地
内
で
の
耐
震
構
造
の
強
化
・
電
源
確
保
の
電
源
車
・
発
電
機
の
増
設
と
、
至
極
当
然
の
対
応
で
あ
っ

て
、
地
震
・
津
波
等
々
自
然
災
害
を
想
定
し
た
も
の
で
し
か
な
い
。

　

我
が
党
が
注
視
す
る
の
は
、
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
で
の
事
故
後
に
東
京

電
力
が
言
っ
た
よ
う
な
「
想
定
外
の
事
故
」
と
い
う
言
い
訳
を
し
た
な
ら
ば
今

後
、
国
家
の
生
存
権
に
関
わ
る
重
大
な
事
態
を
招
く
恐
れ
が
あ
る
と
断
言
で
き

る
こ
と
だ
。

　

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
今
年
に
入
り
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｌ（
所
謂
イ
ス
ラ
ム
国
）
の
テ

ロ
攻
撃
対
象
が
中
東
地
位
域
よ
り
ア
ジ
ア
へ
移
行
す
る
危
険
性
が
あ
る
。
世
界

中
を
震
撼
さ
せ
た
湯
川
・
後
藤
両
氏
に
対
す
る
惨
殺
行
為
か
ら
見
て
取
れ
る
よ

う
に
、
仮
に
今
後
こ
の
よ
う
な
テ
ロ
組
織
が
様
相
を
変
え
日
本
国
内
に
入
り
込

み
、
少
数
で
原
発
施
設
に
破
壊
攻
撃
を
す
る
よ
う
な
場
合
を
考
慮
す
れ
ば
、
現

時
点
に
お
け
る
政
府
の
情
報
力
、
警
察
力
で
の
対
応
で
は
、
未
曽
有
の
施
設
・

人
的
被
害
を
齎
す
こ
と
だ
ろ
う
。

　

以
上
の
観
点
か
ら
左
記
の
質
問
に
対
し
て
明
確
に
対
応
策
を
質
し
た
い
。

　
《
公
開
質
問
状
》

　
・
今
回
の
再
稼
働
に
向
け
て
、
政
府
・
経
済
産
業
省
原
子
力
委
員
会
・
原
子
力
規
制
委
員
会
・
各
電
力
事
業
者
は
、

　

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
で
明
ら
か
な
よ
う
に
「
想
定
外
」
で
あ
っ
て
も
天
災
・
人
災
も
含
め
同
様
の

　

事
故
の
発
生
は
二
度
と
許
さ
れ
な
い
。
従
っ
て
、
原
子
炉
の
緊
急
運
転
停
止
・
緊
急
炉
心
冷
却
・
放
射
性
物

　

質
拡
散
の
防
止
に
必
要
な
あ
ら
ゆ
る
設
備
の
リ
ス
ク
を
明
確
に
聞
き
た
い
。

　
・
原
子
炉
、
炉
心
の
メ
ル
ト
ダ
ウ
ン
を
想
定
し
た
場
合
、
先
の
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
で
の
対
応
不
備
で
明

　

ら
か
と
な
っ
た
、炉
内
温
度
・
圧
力
上
昇
と
な
っ
た
事
態
を
想
定
し
た
な
ら
ば
、冷
却
手
段
の
再
前
提
は
、増

　

設
し
た
電
源
車
・
発
電
機
等
で
対
応
で
き
る
と
い
う
根
拠
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
を
聞
き
た
い
。

　
・
原
子
力
発
電
所
へ
の
テ
ロ
攻
撃
を
さ
れ
た
場
合
の
対
策
に
つ
い
て
想
定
し
た
場
合
に
、
通
常
の
軽
装
備
に
よ

　

る
攻
撃
や
、
破
壊
工
作
を
主
と
す
る
戦
闘
員
が
侵
入
し
核
施
設
を
ゲ
リ
ラ
的
作
戦
で
攻
め
ら
れ
た
際
、
現
在
、

　

警
察
・
海
上
保
安
庁
・
自
衛
隊
と
で
警
備
体
制
を
布
陣
し
て
い
る
が
、
政
府
や
電
力
事
業
界
と
も
連
携
し
て

　

十
分
な
対
策
を
講
じ
る
考
え
は
あ
る
の
か
、
現
状
を
知
り
た
い
。

　

以
上
の
三
点
に
関
し
て
、
三
月
十
三
日
を
目
処
に
ご
回
答
い
た
だ
く
こ
と
を
希
望
す
る
。
頂
い
た
回
答
は
当

方
の
月
刊
機
関
紙
に
掲
載
さ
せ
て
頂
く
。

　

重
ね
て
申
し
上
げ
る
が
、
我
等
は
、
全
国
に
先
駆
け
た
九
州
電
力
の
川
内
・
玄
海
原
子
力
発
電
所
の
再
稼
働

と
い
う
政
策
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。
あ
く
ま
で
今
後
我
が
国
の
自
然
環
境
を
護
り
、
国
富
流
失
を
止
め

る
為
に
も
、
全
国
の
原
子
力
発
電
所
を
再
稼
働
し
て
原
子
炉
の
安
全
運
転
を
期
待
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
受

け
止
め
、
我
が
大
日
本
生
産
党
の
回
答
要
請
に
真
摯
な
対
応
を
希
望
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　

平
成
二
十
七
年
二
月
十
三
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
日
本
生
産
党
本
部 鹿児島・川内原子力発電所
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